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２０１９年度第５回鶴見・神港支部�
� 研修会のご報告

２０２０年２月４日（火）、かながわ県民セン
ター３０１号室において、２０１９年度第５回
鶴見・神港支部研修会を開催いたしました。研
修会の出席者は、支部会員２８名、他支部会員
１４名の計４２名でした。

　今回の研修は「インボイス制度導入と士業の
これからを考える」と題しまして、２０２３年
１０月に導入を控えた適格請求書等保存方式、
いわゆるインボイス制度について、公認会計
士・税理士の鈴木賢二先生を迎え、ご講義いた
だきました。

　講義はまず「消費税とは？」という部分から
始まり、インボイス制度の導入スケジュール、
現行制度との違い、我々が日々の業務で作成す
る請求書がどのように変わるのかを税理士の観
点からお話しいただきました。特に、制度導入
後に免税事業者が直面するであろう問題につい
ては、参加会員も他人事ではないという危機感
を共有できたように思います。

　講義後に行われた懇親会には、鈴木先生を始
め、多くの会員にご参加いただきました。講義
は真面目に、懇親会は楽しく、ツルシンらしい
雰囲気の中、大いに盛り上がりました。

　研修会に参加された皆様、誠にありがとうご
ざいました。今後も鶴見・神港支部では、日々
の業務に役立つ研修会を開催してまいります。
今回は残念ながら参加されなかった皆様も、ご
参加をお持ちしております。
� （作成：研修部高橋）

緑支部令和元年度第４回研修会のご報告

日　時　�令和２年２月１９日（水）�
１８：３０〜２０：３０

場　所　�アートフォーラムあざみ野・男女共同
参画センター横浜北

題　目　�「イザという時の行政との闘い方�
〜審査請求の実務と、特定行政書士の
可能性について」

講　師　�特定行政書士　志水晋介先生�
（東京都行政書士会所属）

　第４回緑支部研修会が、アートフォーラムあ
ざみ野・男女共同参画センター横浜北にて開催
されました。参加者の中には、茨城会、佐賀会
と、遠方からご出席頂いた方もいらっしゃいま
した。

鶴見・神港支部

緑支部
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　講師は、かつて緑支部の会員であった東京都
行政書士会所属の志水晋介先生にご講義頂きま
した。志水先生は、自身が特定行政書士でもあ
り、特定行政書士特別委員会委員をはじめ、非
常勤講師などを務めております。

　行政書士業務の新たなフィールドである「行
政庁の許認可等に関する不服申立て手続き」に
ついて、志水先生が実際におこない、取消裁決
を勝ち取った審査請求の事例をもとに、審査請
求の実務を講義して頂きました。現時点で、行
政書士会全体でも実例は非常に少ない上、その
実務の実態はあまり知られてはいません。その
上で、実際に手続きをおこなってみて気が付い
たことや、手続きを進めて行く上で浮かび上
がった反省点等についても、貴重なお話を聞け
たことは、魅力のある業務といえるだけでな
く、特定行政書士の業務の可能性を広げるもの
だといえます。また特定行政書士ではなくても
行政書士としてその対応策を知っておくこと
は、非常に重要であるともいえます。今回の研
修は貴重な知識が共有できる有意義なものとな
りました。
　終了後、ご参加頂いた先生方からお寄せ頂い
たアンケートには、
・�具体的な例が題材となっていたのでとても参

考になった。
・�具体的な特定行政書士の役割と業務を勉強す

ることができました。
・�審査請求の実態が一つの体験例を吐露して頂

いたことで明らかになり、とても参考になり
ました。

・時間がもう少しあってもよかった。反省点を
ふまえ話が聞けてよかった。
などといったご意見を頂戴いたしました。
　最後に、講師の志水晋介先生、研修部の皆さ
ま、ありがとうございました。

緑支部主催イベント中止並びに緑支部令
和元年度第５回研修会の中止のご報告

　新型コロナウィルス（ＣＯＶＩＤ−１９）の
感染拡大のリスクが高まっており、緑支部内協
議をし、ご参加の皆さまおよび関係者の健康面
や安全面を第一に考えました結果、令和２年２
月２９日（土）に開催を予定しておりました緑
支部主催「キリンビール工場見学と懇親会」イ
ベント並びに令和２年３月２３日（月）に開催
を予定しておりました緑支部令和元年度第５回
研修会を中止することを決定いたしました。来
年度改めて、仕切り直したいと思っております
ので、ご理解のほどよろしくお願い申し上げま
す。� （広報部　落合進）
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　旭支部区域は相鉄沿線に位置しており、高度
成長期にベットタウンとして発展してきまし
た。当支部は小世帯ですが、支部内外で活躍さ
れている著名な先生方が多数在住されておりま
す。
　旭・瀬谷両区ともに区制５０周年を迎え、相
鉄線とＪＲ線の相互乗り入れもはじまりエポッ
クメイキングな年となりました。
　本年度も、湯浅博支部長のもと活発に活動を
行っております。

１� 研修会

（１）�コンプライアンス体制構築への提言　〜
中堅・中小企業経営者への提案活動に役
立ついくつかの方策〜提案型行政書士に
なれるヒアリング術

講師：上村幸一郎先生（旭支部幹事）令和元年
９月２０日（金）　旭区総合庁舎４階　旭公会
堂　会議室　　参加者　２０名　他支部　２名

上村幸一郎先生

　上村会員を講師に迎え、コンプライアンスを
テーマにお話ししていただきました。講師は、
みずほ銀行出身のバンカーであり、Ｊ−ＲＥＩ
Ｔのコンプライアンスオフィサーのキャリアを
お持ちで、中小企業はもとより大会社組織にも
精通したコンプライアンス実務に造詣が深い第
一人者です。アメリカのエンロン事件を端緒に
コンプライアンス経営の意識が高まり、日本で
も会社法の施行・幾重の改正でその重要性は増

しています。今回のお話は体制構築をいかに企
業に提案していくかを切り口に行政書士の関与
の可能性について検討する意欲的なテーマで
す。経営者を縛るものであり、当該制度の導入
には難色を示すのが通例で、導入に際してトッ
プをいかに説得するかが肝要であるとのことで
した。ハラスメント対応を例に、ときには、公
的な席上で責任者と対峙しなければならない立
場から、常にメモ等をとり、記録を残す習慣を
つけることの重要性を示されていました。エビ
デンスが何かにつけ求められる昨今、再認識い
たしました。参加者には不動産業界の方もおり
講義終了後、専門的な知見について、スペシャ
リスト同士貴重な交流を提供できる機会ともな
りました。政策融資を専門とする旧興銀のＯＢ
として、日本の産業界を支えた話を伺いなが
ら、城山三郎の経済小説を彷彿させる世界が頭
をよぎりました。普段、お話をさせていただく
なかでもスケールの大きな世界を感じることが
でき、行政書士の層の厚さ、他の士業にはみら
れない多士済々の集団であることに深く思いを
いたした次第です。懇親会では、引き続き本会
より小川企画部長にご参加をいただき、長身の
ロマンスグレーであり、どこまでもジェントル
な講師を囲み、楽しいひと時を過ごすことがで
きました。
　余暇には居合抜きをたしなまれる、さながら
海坂藩の青年武士のたたずまいに、混迷を深め
る世情の水先案内人としてますますのご活躍を
祈念しております。

（２）�相互の業務改革の観点から弁護士と行政
書士の連携の可能性を考える

講師：佐野周造先生（弁護士）１１月１５日
（金）旭区総合庁舎４階　旭公会堂　会議室参
加者１９名　他支部３名

旭支部
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佐野周造先生

　支部内にある県立高校出身の佐野弁護士をお
招きし、行政書士と弁護士の連携の可能性につ
いて、お話いただきました。
　当該テーマで必ずとりあげられる非弁行為に
ついて判例にふれ、ご自身の経験をもとに入管
業務を専門とする行政書士との協業の可能性に
ついてお話いただきました。司法制度改革とと
もに、旧来の弁護士のイメージも変化しつつあ
ります。給費制時代に修習をおえた講師は法律
職のヒエラルキーにとらわれることなく、いく
つかの事例をとおして、あくまでも顧客満足に
資することが重要であるとのお話しをいただき
ました。他士業と連携の経験をお持ちの先生方
にとっても、連携の質や幅を考える契機となっ
たのではないでしょうか。
　マスコミでも活躍されている北村弁護士の事
務所の共同経営者としても、興味は尽きないと
ころでありますが、法律事務所の広告解禁とと
もに、いまやその宣伝効果のほどは疑いないと
ころだと思います。従前には好悪があったとこ
ろですが、しかし、有名弁護士の実情に少なか
らず好奇心を持つのが偽らざる気持ちでしょ
う。反社勢力とのやりとりなど普段は損害賠償
事件や保険事件とくに交通事故を専門としてい
る講師に、登壇中はもとより、懇親会でもその
切れ味鋭い語り口とユーモアを忘れない人柄に
魅了された参加者が多かったことを申し添えて
おきます。
　人気法律事務所の経営の合間に少年野球の監

督や釣りにゴルフにと、席上、参加者から泳ぎ
続けるマグロと評された、まさに脂ののりきっ
た佐野先生のご隆盛をお祈り申し上げます。

２� 賀詞交歓会

　令和２年１月２５日（土）
　二俣川相鉄ライフ　４Ｆコミュニティサロン

賀詞交歓会

　地域選出の議員や行政担当者の皆様をお迎え
して、新年をお祝いする会を二俣川駅近接施設
にて開催いたしました。司会は市川会員がつと
めるなか、柳澤副支部長による開会宣言をう
け、湯浅支部長の挨拶、若林政治連盟支部長、
髙橋亮太コスモス成年後見サポートセンター神
奈川県支部横浜中地区長の挨拶とつづき、大野
コスモス成年後見サポートセンター神奈川県支
部監事による乾杯発声のあと着席によるなごや
かな宴がはじまりました。
　行政代表、本会代表、議員代表とご来賓から
ご祝辞を賜るとともに昨年同様、地域在住のト
リオによる演奏が会に華を添えてくださいまし
た。両区にまたがる米軍基地の跡地利用の目玉
である花博誘致、新交通システムの建設の話題
や昨今続いている自然災害に対する対応措置、
高齢者障害者福祉の現況など丁々発止の談義が
各テーブルで繰り広げられ有意義な情報交換の
場ともなっています。新春を寿ぐ会は髙橋光宏
副支部長の閉会の挨拶をもって、盛会のうちに
おえることができました。
　今回から国会議員をお招きし、われわれ行政
書士の活動を知っていただき、意見交換の場の
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機能が強まったと考えています。今後も、地域
に寄り添う活動は何かを考え、みなさまとの交
流を深めてまいります。

３ 無料相談会

　髙橋副支部長の指揮のもと、年間を通じて相
談会の運営を行い、相談員の委嘱・ＯＪＴ等を
実施しております。一連の相続法改正をうけ当
該案件に、より関心が集まりました。

無料相談会

（１）第１回　旭支部街頭無料相談会
旭区役所１階　特設スペース　令和元年１１
月１８日（月）１０：００〜１５：００
相談件数：�２１件　（内訳）遺産分割　７件

相続　４件　遺言　２件　成年後
見　２件　空き家　１件　ＤＶ　
１件　戸籍取得　１件　消費生活
１件　在留資格１件　海外移住　
１件

（２）第２回　旭支部街頭無料相談会
瀬谷区役所２階　特設スペース　令和元年
１１月２６日（火）１０：００〜１５：００
相談件数：�１０件　（内訳）相続　３件　遺

言　４件　金銭弁済　１件　年金
１件　親族親子　１件

おわりに

　未曾有の事態に恒例の大和綾瀬支部との合同
研修会や区役所の無料相談会の一部が中止にな
りました。感染症拡大の一途をたどる中、今な
お鍛練を怠らない剣道七段の新支部長の背中は

ひときわ頼もしく、所属会員の協力と関係各所
との調整等によって会員の安全が確保され且つ
支部活動が滞りなく実施されていることをご報
告するとともに、この稿を皆様がご覧になる頃
には猛威をふるっているウイルス禍が収束して
いることを願っております。
	�  （支部幹事 前田宏興）

戸塚支部活動報告

　令和元年度における暴力団等排除対策本部戸
塚分会の活動を報告します。

　まず、６月７日（金）、泉区暴力団排除推進
協議会の定期総会に出席しました。
　同協議会は、神奈川県暴力追放推進センター
と連携し、泉区の行政機関及び各種団体等に参
加を呼びかけ、暴力追放運動を展開するもので
す。
　総会では、同協議会会長、泉区長、泉警察署
長の挨拶の後、事業活動や収支決算が報告さ
れ、続いて事業活動計画案や収支予算案が可決
されました。
　その後、反社会的勢力対策映像の上映と暴力
追放宣言（暴力団を利用しない、暴力団を恐れ
ない、暴力団に金を出さない、暴力団と交際し
ない、の「暴力団追放三ない運動＋１」）があ
り、同会副会長による閉会のことばで総会は終
了しました。
　
　続いて、１０月４日（金）に、戸塚区暴力団
排除対策推進協議会の通常総会に出席しまし
た。
　まず、同協議会会長、戸塚区副区長、戸塚警
察署長の挨拶があり、前期事業及び収支報告、
今期事業計画及び予算計画が承認されました。
　その後、神奈川県警察本部暴力団対策課担当

戸塚支部
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者から、戸塚区内の暴力団構成員の動向等、最
近の暴力団情勢についてのお話があり、閉会と
なりました。
　
　さらに、１０月１５日（火）には、栄区暴力
団排除対策推進協議会の通常総会に出席しまし
た。
　総会は二部構成にて行われ、第一部では、前
期１年間の活動報告、決算報告があり、いずれ
も承認されるとともに今期１年間の活動案、予
算案が上程され、いずれも可決されました。
　続く第二部では、神奈川県警察の暴力団排除
対策課担当者より、①栄区内に暴力団事務所は
存在しないものの、暴力団であることを秘匿し
て居住する者がいない可能性を排除できず、注
意を要すること。②直近１年で、県内で発生し
た特殊詐欺の被害総額は５８億円に及び、十分
な警戒を要することについて注意がなされ、閉
会しました。
　
　近年、暴力団の活動は「ホワイト化」してお
り、一般市民を装って行われることが多くなっ
ています。いずれの総会も、我々行政書士も知
らない間に暴力団からの依頼を引き受け、結果
として暴力団の活動を促すことのないよう注意
を喚起されるよい機会となりました。

鎌倉市図書館セミナー

　２月１３日（木）、大船の玉縄学習センター
にて、恒例となりました図書館セミナーが開催
されました。「暮らしのお役立ち講座」という
位置づけで、今回は遺言と相続のテーマでの講
義でした。講師は当支部の小林三千世会員で
す。民法改正で大きく変化するポイントについ
ての話も聞けるということもあり、なんと当日
の会場は立ち見も出るほどでした。それ以前

に、定員を大きく超えてしまい締め切り前にお
申し込みをお断りするなど、市民の期待と関心
が、非常に高かったことに支部としてもびっく
りしました。
　講師の分かりやすく、また落ち着いた語り口
と、今回初のお披露目となった本会研修部作成
のデジタル紙芝居との合わせ技により、誰にで
もとても身近なこととして遺言、相続について
考える機会になったようです。また、肩肘張っ
た雰囲気がなく、たびたび会場が笑いに包まれ
ていたのも、講師の人柄がよく出ていました。
参加者の方々も前のめりになり、もっと聞きた
い、もっと知りたいと思わせていました。
　残念ながら、今回この講座を聞くことができ
なかった市民も相当数おいでになるはずですの
で、状況が許せば今後第二弾、第三弾とまた企
画される可能性は高いかも知れません。
� （田中　頼子）

ホームページで情報発信！�
� 湘南支部の取り組みを紹介します

　湘南支部では毎年、藤沢市、茅ヶ崎市、寒川
町で支部主催の街頭無料相談会をそれぞれ年１
回ずつ開催しています。２月２９日には藤沢市
役所で街頭無料相談会を行う予定でした。しか

鎌倉支部

湘南支部
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し、新型コロナウイルスへの感染拡大防止の観
点から、相談会は中止となりました。
　
　今回は、相談会以外で当支部が市民の皆様に
対して行っている取り組みを一つご紹介しま
す。
　湘南支部では、支部のホームページに毎月コ
ラムという形で記事を執筆しており、このコラ
ムを通じて、市民の皆様へ向けた積極的な情報
発信を行っております。
　このコラムの執筆は当支部の役員らが月別で
担当しており、その内容は、執筆担当会員の得
意分野に関するものであったり、法改正などが
あればそれに関連する情報であったり、市民の
方にも馴染みがある業種やお店などに関する許
可についてであったりと、非常に幅広いです。
　ここ最近の例を挙げますと、民法改正に関連
した配偶者居住権や自筆証書遺言に関する記
事、入管法や国籍に関する記事など、多くの方
が興味関心を持っていると思われる内容を記事
として公開しています。そのほか、車庫証明や
自動車の住所変更といった市民の皆様の生活に
関わる手続きの案内や行政書士そのものについ
ての紹介といった内容の記事も公開していま
す。
　このコラムは、確認できるだけでも２００９
年頃から現在に至るまで、１０年以上にわたり
ほぼ毎月更新されており、その数は１２０記事
以上（２０２０年４月時点）にもなります。
　１０年以上にわたり蓄積されてきた当支部の
コラムが、きっとどこかで誰かの役に立ってい
ることを信じて、今後も継続していきたいと考
えております。
　気になった方はぜひ湘南支部ホームページを
ご覧下さい。スマートフォンの方はＱＲコード
からもアクセスできます。

http://gyoseishoshi-shonan.com/  

一年を振り返って

　新元号を迎えた５月２０日、相模原支部では
総会での役員改選が行なわれ若林支部長による
新体制が発足し、一年が始まりました。そし
て、夏の業務研修会と暑気払い。相模原市内の
弁護士、税理士、司法書士、社会保険労務士、
行政書士の五士業で構成されている相模原士業
連絡協議会による合同相談会と合同セミナー。
秋には街頭無料相談会。少し早い忘年会。恒例
となった、年末の市立図書館セミナー。年が明
けて、業務研修会、賀詞交歓会、等々、定例の
行事です。しかし、定例とはいかないこともあ
りました。１０月の街頭無料相談会では、いつ
もの会場が使用できなくなったため、会場探し
から始めました。初めての会場にもかかわら
ず、当日は例年を上回る多くの件数のご相談を
いただき、相続法改正に関わること、家族信託
や成年後見制度などを絡めた複雑なご相談にい
らっしゃる方も増えており、この相談会が必要
とされていることを実感致しました。

　昨年は、未曽有の災害に襲われるという、相
模原支部始まって以来、最も大きな事件が起き
ました。１０月１６日、激甚災害に指定された
台風１６号は、相模原市にも非常に大きな被害
をもたらしました。
　市内の災害発生地域や近隣に住む会員の安否
と被害状況の確認、行政との連絡、本会への報
告、相模原支部の幹事ＭＬや支部インフォメー
ションへの発信、日々刻々と変わる被害状況に
ついての情報収集など、その日から、各方面と
のやり取りは、まさしく嵐のような状況でし
た。　　
　相模原市からの災害相談室開設に向けての協
力依頼を受け、相談員募集から日程調整まで、
迅速に対応しました。災害相談員ボランティア

相模原支部
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の募集には、即時に多くの会員が手をあげてく
ださいました。また、行政の様々な場面で長年
の経験を積まれた会員からは、災害時に必要と
される対応について多くの情報が発信されまし
た。相模原市士業の中で、最も早く市の要請に
こたえ、相談態勢を整えたのは我々行政書士で
あったという事は、行政書士としての大きな誇
りと自信になりました。被害の大きかった三地
区の相談室に来られるのは、憔悴し途方に暮れ
ながらも、ようやく相談室に来られた、という
方ばかりです。相談員として、何かできること
はないか、少しでも安心できる方法はないかと
皆必死の対応をされていました。未曽有の災害
を経験し、支部会員の結束は、より一層深まっ
たように感じます。
　
　相模原市は神奈川県において人口第３位の都
市となり、政令指定都市として１０年目を迎え
ました。地方選挙が終わり新市長のもと、リニ
ア新駅の開業、小田急多摩線の延伸を始め、
益々の発展が期待されるこの街で、行政書士と
して品位を保持し公正をもって市民に寄り添
い、行政との架け橋となれるよう日々努力・研
鑽を積むと共に、支部活動にも積極的に寄与・
協力し各区役所での相談会の実施を始めとし
て、各種災害時においても、市役所と協働して
災害相談員をさせて頂くなど、広く社会に貢献
するべくやれることを随時見直しております。
また、昨今の感染症の流行などの非常事態に際
しては、これまで想定していなかったような企
業活動の問題なども起きてきます。即効的な対
処とは言えませんが、飲食店や工場においての
ＨＡＣＣＰ、ＢＣＰ等、一層見直さなければな
らない制度についても、ご相談を承っておりま
す。専門家として、皆さんの「街」の一員とし
て、相模原支部はこれからも活動をしていきま
す。市役所通りの桜は、今年も満開です！

　島影裕司

令和２年度新年業務連絡会

日時：�令和２年１月１１日（土）�
１５時００分〜１６時３０分

場所：レンブラントホテル海老名

　令和２年１月１１日（土）、年の始めの恒例
行事である令和２年度新年業務連絡会賀詞交歓
会が、レンブラントホテル海老名にて行われま
した。

　業務連絡会では、当支部・髙木支部長のご挨
拶を皮切りに、
１）�令和元年度４月〜１２月活動報告（髙木支

部長）
２）�支部会計の経過報告（小坂支部役員・会計

担当）の報告がありました。

　髙木支部長からは、当支部会員は令和２年１
月１日現在で６４名となったことが報告され、

海老名・座間支部
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比較的少数ではありますが、より機動性よく緊
密に連携しながら活動していきましょうという
お話をいただきました。また、既に様々な支部
活動に参加されていますが、改めてということ
で、相澤英伸先生と山岸眞美先生から新入会の
ご挨拶をいただきました（他に本活動期間中１
名の他会への転出および１名の退会の報告もあ
りました）。

　当支部の課題として海老名市・座間市で行わ
れている市民相談件数の減少傾向（海老名市は
ほぼ横ばい）について報告があり、広報活動の
改善などの意見が出されましたが、当該市担当
部署への働きかけや他支部の状況などを確認・
情報収集しながら、引き続き状況改善に向けて
取り組んでいくことが確認されました（令和２
年４月より座間市民相談会の開催回数が月２回
から月１回になります。また、海老名市民相談
会は同じく令和２年４月より２名での相談体制
に変更されます）。

　併せて、下川原副支部長より、３）本会理事
会の活動内容の連絡（報告）がありました。令
和元年５月に行われた本会会長選挙の報告や、
主な理事会の動きについて、昨年の国会で可決
された行政書士法一部改正内容に関して話があ
りました。行政書士法一部改正については、
「法律の目的」に「国民の権利利益の実現に資
すること」が明記されたことを踏まえて、行政
書士の活動がより一層国民生活に深く関わって
いくことを自覚するとともに、その責務を認識
し、社会的な役割を果たしていかねばならない

ことを、会員間で共有いたしました。

　このあと、御来賓の方々をお招きしての賀詞
交歓会に移り、会員間のより一層の親睦を図っ
たのですが、その模様は次回紙面にて記載した
いと思います。

☆通信員後記

　本記事を書いているのは、新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため首都圏をはじめとした７
都府県に対して緊急事態宣言が発出されている
最中の４月１５日になります。
　記事の基になっている新年業務連絡会の頃に
は、現在の状況が起こりうるなど予想もしな
かったなぁと思いながらパソコンに文章を打ち
込んでおります。
　そして、この支部便りが実際に会報誌になっ
て発刊されるのは５月中旬以降でしょうか。そ
の頃までにはなんとかこの状況が収束し、平穏
な日常を取り戻していたいものだと強く願って
やみません。
� （支部通信員　石黒祐功）


